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支援もありがたいけれど、
これ以上筋力や体力が落ちないように、
自分でできることはなるべく自分でしよ
う。できないところは助けてもらえると、
いつまでも住み慣れた地域で生活す

ることができるよね。

「ほんの少しの支援」
を地域のみんなで
実施することが、
私たちも介護予防
につながるのね。

お知らせ

　右のグラフは、2010年を100とした
場合の2045年までの推計値です。
　今から９年後の2025年は、「団塊の
世代」が全員75歳以上の後期高齢者と
なり、高齢化率30％を超えると推計さ
れています。2010年と比べると、15
～64歳の現役世代の人口が約86％に
減少するのに対し、後期高齢者は約
153％に増加することが見込まれます。
　少子高齢化に伴い、介護のニーズが
増大する一方で、それを支える専門職

（介護福祉士など）の数が増加すること
は期待できません。これらに対する取

　高齢化と核家族化に伴い、単身世帯・高齢者の
み世帯の増加が予想され、これまで家族が担って
いた日常生活上での「ほんの少し」支援してほし
いことも、さらに増えていくことが考えられます。
高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を続け

ていくためには、専門職だけでなく、近所の人や
地域のボランティア、民間企業などが、互いに助
け合う地域づくりに参加し、みんなで考えていく
ことが必要になっていきます（右図参照）。

　ボランティアや趣味活動などの社会参加をする
人は、転倒や認知症、うつのリスクが少ない傾
向が見られます。元気な高齢者がボランティアを
することで生きがいを感じたり、介護予防につな
がったりします。また、「ほんの少し」支援して

ほしい高齢者の手伝いをすることで、生活支援の
担い手になります。そして、いつもは手伝いが必
要な人でも得意分野などの自分のできることを実
践し、社会参加することで、人とのつながりや生
きがいを感じ、介護予防にもつながります。

　これから地域づくり（生活支援、介護予防、社
会参加など）をみなさんと一緒に進めていきます。
まずは、みんなで楽しめる介護予防の取り組みを

始めてみませんか。
＊市広報紙７月１日号では、地域で生き生きと活
躍している人の特集を掲載します
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【75歳以上の後期高齢者と15～64歳の現役世代人口】
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　市では、３月１日から「介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合
事業）」を開始しました。広報紙でも、３月から紹介してきました。今回は、「互
いに助け合う関係づくり」「これからの介護予防」についてお知らせします。
■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（36）1285
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参考資料：「新しい総合事業の移行戦略」
　　　　　（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社）
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り組みとして、みんなで助け合う地域づくりを実施することで、解決する場合があります。新しい総
合事業をつくり上げていくことも、その解決策の一つです。

地域の中で友人・
隣人と交流して、
生き生き暮らせる
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これまでの地域との
つながりは疎遠に？

「互いに助け合い」の輪を広げていくことで、
支援や介護が必要になっても、地域社会の中から切り離さ
れず、なじみの関係を継続できます
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互いに助け合う関係とは
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友人・隣人との関係は希薄に
なり、支援を受ける一方向の
人間関係に変化

友人・隣人との関係は希薄に
なり、支援を受ける一方向の
人間関係に変化


